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神戸大学大学院人間発達環境学研究科
研究紀要第１巻第１号 2007 研究論文

大学生の宗教観と幸福感に関する心理学的研究 -
A Psychological Study on View of Religion and Happiness of University Students 

谷 芳恵＊ 

Yoshie TANI＊

要約：大学生の宗教観と幸福感（不安，正の感情，人生に対する満足感）との関連を検討するため，４年制大学（非宗教系）の学

生に質問紙調査を実施し，251 名（18 ～ 24 歳，男性 125 名，女性 126 名）から有効回答を得た。宗教観について因子分析（主因

子法，Promax 回転）を行った結果，「宗教肯定感」「宗教否定感」「民俗宗教性」の３因子が抽出された。男女別に宗教観下位因

子の偏相関係数を算出したところ，男女ともに「宗教肯定感」と「民俗宗教性」との間に正の相関が，女性では「宗教否定感」と

「民俗宗教性」の間に負の相関が認められた。宗教観の男女差を検討した結果，女性はより「宗教肯定感」「民俗宗教性」が，男性

はより「宗教否定感」が高いことが示された。宗教観因子と各幸福感因子との偏相関係数を算出した結果，男性では「生き方の不

安」，「人格的成長」と正の有意な相関が，「人生における目的」と正の有意傾向がみられた。女性では「死の不安」，「正の感情」，「環

境制御力」との間に正の有意な相関及び有意傾向がみられた。大学生の宗教観の構造と幸福感との関連について，男性と女性との

違いを中心に考察を行った。

キーワード : 宗教観，幸福感，大学生

１．問題と目的 20 年の間，宗教を大切であると考える人は減少の一途をたどって

宗教は世界のあらゆる時代，文化において見出しうる。これは日 いることが示されている（総理府青少年対策本部，2004）。その一

本においても同様である。しかし，日本において，特定の宗教に属 方で，近年大学におけるカルト集団の活動が活発化し，社会に危機

する人は少ない。そのため，日本人は無宗教であるというのが一般 感を広げている。このような集団は，サークル活動や自己啓発セミ

的な日本人の認識であるようである。しかし，年始の初詣や墓参り， ナーを装って大学生に近づき，洗脳することで気づかぬうちに学生

クリスマスなど，宗教に関わる諸行事への参加をみると，日本人の を集団に引き込んでしまうという認識がある。しかし，多くの大学

生活から宗教を切り離すことは不可能であるようにみえる。宗教は 生が宗教集団に入信してしまう背景には，大学生自身に宗教に接近

日本人の生活に深く根ざしており，宗教無くしては生活が成り立た するような何らかの要因があることが予想される。そこでまず，大

ないといえるほどである。仏教，神道，キリスト教といった宗教・ 学生と宗教との関係について考えてみることにする。

宗派を問わないこの一見無節操にもみえる態度は，宗派の壁を超え 青年期は，人生の中でも，特に宗教と密接な関係をもった時期

た寛容な態度とも捉えることが出来るだろう。金児（1997）は，日 であるといわれる（例えば，今田，1955）。青年期になると，知的

本人は宗教集団や教義といった「見える宗教」には否定的ではある 発達に伴い，それまで受け入れてきた宗教に関する信条や儀礼慣習

が，脈々と受け継がれる日本人固有の民俗宗教性をもっていると指 に疑問をもちはじめる。そのような懐疑の時期を通じて，青年は幼

摘している。特定宗教を積極的に信仰しはしないが，だからといっ 少期までの素朴な信仰を失い，宗教に対する態度を再構成していく

て宗教心や信仰を否定するわけでもない。このような宗教に対する のである。また青年期は，生理的・精神的･社会的な面等において，

消極的肯定的態度は，日本人の宗教への態度を代表するものである 著しい変化を経験する時期でもある。それゆえ青年は，アンバラン

（金児，1997）。 スの状態を基本的特徴とし，青年は常に不安定で動揺が激しいとい

しかし，1980 ～ 90 年代のオウム真理教事件を皮切りに，日本各 われる。宗教や信仰は，安定した枠組みを与えることによって青年

地でさまざまな宗教団体による事件が相次いで引き起こされた。今 の不確かさを和らげる機能をもっており，このような不安定さを支

日，日本においては，新興宗教のみならず，宗教全般に対する信頼 えるという点でも青年期に大きな関わりをもつと考えられる。青年

は低下していることが考えられる。さらに青年については，この は，人生の意味や目的といった，科学的合理主義では解決すること

＊神戸大学大学院総合人間科学研究科博士後期課程 （2007年４月１日 受付
2007年６月１日 受理）
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のできない多くの悩みや問題に直面する。その問題の解決をもとめ

て，青年は宗教に関心をもったり入信したりすることが明らかにさ

れている（岩村，1980；中島・島津，1960）。このような現象は回

心と呼ばれ，日本人の回心年齢は 16 ～ 18 歳であると報告されてい

る（今田，1934；中島･島津，1960 など）。青年自身が自ら意識的

に宗教に関わりはじめるのは大学に入ってからという場合が多く，

青年期は宗教に対する態度を決定する上で重要な時期であるといえ

る。

以上のように，信仰や宗教的行動は青年に精神的な構えや支えを

与えることが明らかにされており，青年は宗教を通して自らやその

人生に向き合ってきたと考えられる。特に，宗教は不安を鎮める

機能を持つものであるとして，宗教と不安の関係についてはこれま

でも宗教に関する心理学的研究のテーマとしてとりあげられてきた

（石澤，2003；河野，2000；牛尾，1972 など）。そのほとんどが不

安の感じやすさといった個人特性としての不安や，死に対する不安

との関連を検討したものであり，人生や人間関係に関する不安など

については検討されていない。しかし，青年にとって人生や人間関

係の問題は重要な課題であると考えられ，このような不安との関連

についても検討する必要があるだろう。

一方で，人間が宗教に関わるときに感じている感情は，不安や恐

怖といった負の感情ばかりではない（石澤，2003）。最近まで，心

理学領域においては，心理的不適応等の問題の原因は不安などの負

の要素にあり，負の要素を取り除くことが個人の心に安寧と秩序を

もたらし，正の感情状態を生み出すという考えに基づいて研究がな

されてきた。しかし，不安などを感じていないからといって，必ず

しも幸せであるとは限らないことを我々は経験的に知っている。日

本においては，宗教は不安や恐怖といったネガティブなものとの関

連が強調されるためにその存在意義が希薄であるといわれている

が，欧米においては，宗教は個人の心に安寧と秩序をもたらすとい

う見方から，宗教と充足感等のポジティブな要因との関連に関する

研究が盛んに行われている。このように，宗教が青年にとってどの

ような役割を担っているのかを知るためには，不安といった負の要

素だけではなく，正の要素との関連についても検討することが必要

であるといえる。

このような正の要素と負の要素双方を含んだ代表的な心理状態と

して，幸福感をあげることができる。幸福感とは，“比較的永続的

な望ましい心理状態，ないしはその総合的で主観的な評価”であり，

“人であれば誰しも希求する人間の主観的なよい状態”である（吉

森，1992）。幸福感に関する多くの研究を検討したアーガイル（1994）

は，幸福感の構成要素として認知的側面にあたる「人生に対して満

足感をもつこと」，感情的側面にあたる「正の感情が高いこと」，「負

の感情が低いこと」の３つをあげている。一般に，正の感情を抱く

ことと負の感情を感じないことは同じことであると考えられること

が多く，そのため正の感情と負の感情は同一次元の両極にあるもの

と捉えられがちである。しかし，幸せや喜びを感じるのと同時に不

安を抱くことがあるように，「正の感情」と「負の感情」は互いに

独立していることが示唆されている（Bradburn, 1969）。幸福感を

多次元的に捉え，宗教観や宗教行動との関連を検討した研究は，日

本では金児（1998）や西沢（1998）がある程度である。金児（1998）

らは，宗教に対して肯定的な態度を示すほど感情バランスが正の方

向へと導かれる傾向があり，合理主義・科学主義的な立場から宗教

に対して否定的態度を示すほど人生の満足度が低められること，宗

教は大切であると考えるほどウェルビーイングが高いことを示して

いる。しかしこれらの研究には，仏教的風潮が色濃く残った地域に

住む学生を対象としている（金児，1998），宗教への態度を 1 次元

的に捉えている（西沢，1998）といった問題がある。

以上のことから，本研究では，比較的宗教的風潮が薄いと考えら

れる地域に住む大学生を対象に，どのような宗教観をもつのかを多

次元的に検討する。また，アーガイルの指摘にのっとり，幸福感を「人

生に対する満足度」「正の感情」「負の感情」の３つの要因から捉え，

宗教観とこれらの幸福感の要因との関連を探索的に検討する。なお，

「負の感情」には特に不安をとりあげ，大学生が直面するさまざま

な不安との関連を検討する。これにより，現代の大学生と宗教につ

いての基礎的知見を蓄積することを本研究の目的とする。

２．方法
１．調査対象者

京阪神圏の４年制大学（非宗教系）の学生を対象に質問紙調査を

実施し，326 名から回答を得た。このうち，回答に不備のなかった

251 名（18 ～ 24 歳，平均年齢 20.28 歳，SD=1.22）を分析対象とし

た。男性は 125 名（平均年齢 20.51 歳，SD=1.22），女性は 126 名（平

均年齢 20.05 歳，SD=1.19）である。調査は，主に集団的に行われた。

大学の講義室において，授業の開始前または終了後に，質問紙を配

布，回答を求めた。その他，知人を通して質問紙を配布，回収を行っ

た。調査実施期間は 2003 年 11 ～ 12 月である。

２．調査内容

１）宗教態度

吉田・高木・森（1987）による宗教に対する態度の分類を使用した。

ⅰ．一つの宗教団体に所属し，熱心に信仰している

ⅱ．宗教団体に所属しているが，あまり活動していない

ⅲ．規制の宗教は信仰していないが，自分自身の信仰をきちんと

もっている

ⅳ．宗教活動はしていないが，宗教･信仰に関心がある

ⅴ．宗教団体に所属せず，宗教・信仰に関心もない

ⅵ．宗教に反対である

の，６つの態度のうち，自分に最もあてはまるものを選択するよう

求めるものである。

２）宗教観

高木・吉田・森（1987）が作成し，張・高木（1989）によって用

いられた宗教観尺度 40 項目のうち，特定宗教を指すと考えられる

１項目を除いた 39 項目を使用した。神，仏，背後霊など，宗教に

偏りがあると考えられる言葉については若干の修正を加えた。「心

の支えとして宗教を肯定する」「宗教の弊害を指摘する」「神仏の存

在や加護を信じる」「宗教を人間の弱さの現われと捉える」「宗教を

人との和や愛情と捉える」「超自然的存在を認める」の６つの下位

因子からなる。回答形式は，１：「全くそう思わない」～４：「非常

にそう思う」の４件法である。

３）幸福感

ａ．不安

水野（1979）の不安項目を使用した。この尺度は「生きる意味」「人

－ 18 －
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間関係」「能力と進路」「死」の４因子からなる。本研究では，調査

対象者の負担を軽減するため，50 項目のうち因子負荷量の小さい

項目等 26 項目を排除し，24 項目を使用した。回答形式は１：「全

く不安を感じない」～４：「非常に不安を感じる」の４件法である。

ｂ．正の感情

小川・門地・菊谷・鈴木（2000）の一般感情尺度「肯定的感情」，

Bradburn（1969，金児（1997）訳による）の感情尺度「正の感

情」から選定した形容詞 11 項目を，正の感情項目として使用した。

Bradburn（1969）の感情尺度は，本来文章によって与えられ，諾

否法で回答を求めるものであるが，本研究では形容詞に直して使用

した。これらの感情を普段どのくらい感じているかを１：「全く感

じていない」～４：「いつも感じている」の４段階で評定するよう

求めた。

ｃ．人生に対する満足感

西田（2000）の心理的 well-being 尺度を使用した。この尺度は「人

格的成長」「人生における目的」「自律性」「環境制御力」「自己受容」

「積極的な他者関係」の６因子からなる。本研究では， 43項目のうち，

他の因子の負荷量が大きい項目等 17 項目を削除し，26 項目を使用

した。回答形式は，１：「全くあてはまらない」～６：「非常にあて

はまる」の６件法である。

３．結果
１．大学生の宗教に対する態度

大学生の宗教に対する態度で最も多かったのは，「ⅴ . 宗教団体

に所属せず，宗教・信仰に関心もない」人であり，172 名（68.5％ : 

男性 81 名，64.8％ : 女性 91 名，72.2％），であった。「ⅰ . 一つの宗

－ 19 －
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教団体に所属し，熱心に信仰している」は４名（1.6%：男性３名，

2.4％：女性１名，0.8％），「ⅱ . 宗教団体に所属しているが，あま

り活動していない」は 11 名（4.4%：男性５名，4％：女性６名，4.8%），

「ⅲ . 規制の宗教は信仰していないが，自分自身の信仰をきちんと

もっている」は 15 名（6.0%：男性 7 名，5.6％：女性 8 名，6.3％），「ⅳ . 

宗教活動はしていないが，宗教･信仰に関心がある」は 33 名（13.1%：

男性 14 名，11.2％：女性 19 名，15.1％），「ⅵ . 宗教に反対である」

は 16 名（6.4%：男性 15 名，12.0％：女性 1 名，0.8％）であった。

２．各尺度得点の算出

１）宗教観

大学生の宗教観の構造を確認するため，因子分析（主因子法，

Promax 回転）を行った（Table １）。その結果，固有値の落ち込

み，解釈可能性などから，３因子とするのが妥当であると考えられ

た。因子負荷量が低い，複数の因子に負荷がかかっているといった

問題のみられた２項目を削除し，37 項目を採択した。第１因子は，

「心の支えとして宗教を肯定する」「宗教を人との和や愛情と捉える」

因子（16 項目）からなり，宗教への肯定的態度と考えられたこと

から，「宗教肯定感」因子と命名した。第２因子は，「宗教の弊害を

指摘する」「宗教を人間の弱さの現われと捉える」因子（14 項目）

からなり，宗教への否定的態度と考えられたことから，「宗教否定感」

因子と命名した。第３因子は，「神仏の存在や加護を信じる」「超自

然的存在を認める」因子（７項目）からなり，日本人の宗教態度の

根底にある意識であると考えられる。このような日本人固有の宗教

性を金児（1997，1998 など）は民俗宗教性と呼んでいることから，

これを「民俗的宗教性」因子と命名した。それぞれ項目得点の合計

を項目数で割ったものを因子得点とした。

２）幸福感

ａ．不安

項目を大幅に削減し，また質問形式を変更したことから，因子構

造を確認するために因子分析（主因子法，Promax 回転）を行った

（Table ２）。その結果，固有値の落ち込み等から３因子とするのが

適当と考えられた。いずれの因子においても負荷量が低かった項目

など５項目を除き，19 項目を採択した。第１因子は人間関係に関

わる項目に負荷が高かいことから「人間関係の不安」因子，第２因

子は自分や家族の死，病気に関わる項目に負荷が高いことから「死

の不安」因子，第３因子は自分の能力や生き方に関わる項目に負荷

が高いことから「生き方の不安」項目とした。それぞれ項目得点を

合計して項目数で割ったものを因子得点とした。

ｂ．正の感情

因子分析（主因子法）を行った結果，固有値の落ち込み等から１

因子とするのが妥当と判断された（Table ３）。このため，全項目

の得点を合計し項目数で割ったものを「正の感情」得点とした。

ｃ．人生に対する満足感

項目を大幅に削減したことから，因子構造を確認するために，因

子分析（主因子法，Promax 回転）を行った（Table ４）。その結果

「自己受容」で因子負荷が不安定であったため，この４項目を除い
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て再度因子分析を行ったところ，西田（2000）における「人格的成

長」「人生における目的」「自律性」「環境制御力」「積極的な他者関

係」に一致した。このことから，これらの５因子について項目得点

の合計を項目数で割ったものを算出し，各因子得点とした。

３．大学生の宗教観因子の関連と男女差の検定

宗教観因子の関連を検討するために，男女別に各下位因子間の偏

相関係数を算出した（Table ５）。その結果，男性では「宗教肯定

感」と「民俗宗教性」との間に有意な正の相関がみられた（r=.35，

p<.001）。 また女性では，「宗教肯定感」と「民俗宗教性」との間

に有意な正の相関（r=.40，p<.001）が，「宗教否定感」と「民俗宗教性」

との間に有意な負の相関（r=-.28，p<.01）がみられた。このことか

ら，男女ともに，大学生は宗教に対して肯定的な態度をもつほど民

俗宗教性が高いといえる。また，女子学生は宗教に対して否定的な

態度をもつほど民俗宗教性が低いといえるが，男子学生ではそのよ

うな傾向はみられなかった。

続いて各因子得点について，男女差を検討するために t 検定を

行った（Table ６）。その結果，「宗教肯定感」，「民俗宗教性」は

男性よりも女性のほうが有意に高く（t=3.93，p<.001；t=3.14，

p<.01），「宗教否定感」は女性よりも男性の方が有意に高かった

（t=2.91，p<.01）。このことから，宗教に対する肯定的な態度や，よ

り根底にある民俗宗教性は男性よりも女性の方が高く，宗教に対す

る否定的態度は男性でより高いといえる。

４．宗教観と幸福感の関連の検討

大学生の宗教観と幸福感の関連を検討するために，他の宗教観因

子を統制した上で，各宗教観因子と幸福感各因子との偏相関係数を

算出した（Table ７）。その結果，男性では，「宗教否定感」「民俗
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宗教性」を統制したとき，「宗教肯定感」と「生き方の不安」との

間に正の有意な相関がみられた（r=.24，p<.01）。「宗教肯定感」「民

俗宗教性」を統制したとき，「宗教否定感」と「人格的成長」との

間に正の有意な相関がみられた（r=.19，p<.05）。「宗教肯定感」「宗

教否定感」を統制したとき，「民俗宗教性」と「人生における目的」

との間に正の有意傾向がみられた（r=.16，p<.10）。このことから

男性は，宗教に対して肯定的な態度をもつほど将来や生き方に対す

る不安を感じやすいといえる。また，宗教に対して否定的な態度を

もつほど自らの発達や成長の可能性を感じており，神仏の加護や超

自然的なものを信じるほど人生の目的や意味を見出している傾向に

あるといえる。

また女性では，「宗教否定感」「民俗宗教性」を統制したとき，「宗

教肯定感」と「環境制御力」，「死の不安」との間に正の有意な相関

がみられた（r=.19，p<.05；r=.22，p<.05）。「宗教肯定感」「民俗宗

教性」を統制したとき，「宗教否定感」と「死の不安」との間に正

の有意な相関がみられた（r=.18，p<.05）「宗教肯定感」。 「宗教否定感」

を統制したとき，「民俗宗教性」と「正の感情」との間に正の有意

な相関が（r=.20，p<.05），「死の不安」との間に正の有意傾向がみ

られた（r=.16，p<.10）。このことから女性は，宗教に対して肯定

的な態度をもつほど，周囲の環境をコントロールできていると感じ

ており，死に対する不安を感じやすいといえる。宗教に対して否定

的な態度をもつほど死に対する不安を感じやすいといえる。また，

神仏の加護や超自然的なものを信じるほど正の感情を感じやすく，

死に対する不安を感じやすいといえる。

４．考察
まず，大学生の宗教観の構造について検討する。高木他（1987）

では，宗教観は６つの下位因子が抽出された。これに対して本研究

では，「心の支えとして宗教を肯定する」と「宗教を人との輪や愛

情と捉える」，「宗教の弊害を指摘する」と「宗教を人間の弱さの現

われと捉える」，「神仏の存在や加護を信じる」と「超自然的存在を

認める」がそれぞれ１つになり，宗教に対する肯定的態度，否定的

態度，民俗宗教性の３因子が抽出された。これらの３因子の関連を

検討するため，男女別に偏相関係数を算出した結果，宗教に対する

肯定的態度と否定的態度の間に有意な関連は認められなかった。こ

のことから，宗教がもたらす弊害を指摘したり宗教を弱さの現われ

とすることと，宗教を心の支えとして肯定することは必ずしも対立

する観念ではないといえる。また，男女とも宗教に対する肯定的態

度と民俗宗教性の間には有意な関連がみとめられ，宗教に対する肯

定的態度が高いほど民俗宗教性が高いという結果であった。これは，

何かに守られているという加護観念や超自然的なものを信じる心が

宗教に対する肯定的な態度に結びついていることを示唆している。

宗教に対する否定的な態度と民俗宗教性の関連では，男性と女性で

違いがみられた。男性は宗教に対する否定的態度と民俗宗教性の間

に有意な関連は認められなかったが，女性は宗教に対する否定的態

度が高いほど民俗宗教性が低かった。これは，女性は神秘的・超自

然的なものといった非科学的観念が既成宗教の否定的側面に結びつ

いていると考えていることを示唆している。これに対して男性は，

争いや対立を引き起こすような排他的な宗教と超自然的な存在とは

独立したものとして捉えているようである。

次に，男性と女性の間の宗教観の差を検討した結果，女性は男性

よりも宗教に対してより肯定的に捉える態度が強く，宗教は人々の

心を結びつけ，心の支えとなるとより考えていた。また，何かに守

られているという加護観念や超自然的なものを信じる心も，男性よ

り女性の方が強かった。これに対して宗教に対する否定的な態度は

女性よりも男性の方が強く，男性は宗教の排他性や宗教に頼る人々

の弱さをより強く意識しているといえる。石澤（2003）においても

女性でより宗教に対する肯定的態度，民俗宗教性が高いという結果

が得られており，この結果は，宗教は女性によって支えられている

という従来の指摘に一致するものである。このように，宗教に対し

て女性はより寛容であると考えられるが，このような男女差がみら

れる理由として，第一に性役割による違いが挙げられる。宗教に傾

倒するのは依存的，ともあれば弱い人間と捉えられがちであり，こ

のような態度は女性なら許容されても男性には受け入れられ難いも

のであるのかもしれない。このような男らしさ・女らしさのイメー

ジに結びつき，宗教に対する態度に差が生じると考えられる。第二

に，女性は宗教，霊的存在を受容する準備性が高いことがあげられ

る。金児（1997）は，女性は自身が子どもを産むことで生命の永遠

のつながりを意識し，霊的存在に対する感性を養うとしている。さ

らに女性はより両親，特に母親から宗教観を受け継ぎやすいため，

超自然的なものに対する寛容さが培われると考えられる。一方で，

牛尾（1972）は女性よりも男性のほうが宗教観は高いという結果を

見出している。これは，石澤（2003）と本研究が一般大学生を対象

としているのに対し，牛尾（1972）では宗教集団に所属している人

や修養科生を対象としているためであると考えられる。実際に宗教

集団に所属したり関心をもつ人と，宗教に対して無関心な人とでは，
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宗教観の構造などに違いがあることが考えられ，宗教との関わりの

深さによる違いを検討することが必要である。

続いて，各宗教観と幸福感の関連について，男女別に検討を行っ

た。まず，宗教観と不安の関連を検討した結果，性別や不安の内容

によって関連に違いがみられた。女性では，宗教を心の支えと感

じたり超自然的なものを信じる心が強いほど自分や家族の死や健康

に不安を感じる傾向がみられ，宗教の否定的な側面を意識するほ

ど健康や死に対する不安が大きくなると考えられた。金児（1997）

は，向宗教性は死の不安・恐怖に関連しないとしているが，この結

果の違いは金児が向宗教性を１次元と捉えたのに対して本研究では

２次元と捉えたこと，性別による違いを考慮していないことが理由

として挙げられる。死の不安については，一般の信仰をもたない人

では宗教性が高いほど死の不安が高いが，信仰者は他の人と比べて

死の不安が低いといった結果がみられている（河野，2000；隈部，

2003）。これは，入信などの行動を伴うことで死の不安は軽減され

るが，宗教に肯定的な意識をもったり超自然的な存在を信じたりす

るだけで不安が軽減されるわけではないことを示唆している。一方

男性では，死の不安との関連はみられず，自分の生き方や将来への

不安と宗教に対する肯定的態度の間にのみ関連がみられた。この結

果は，宗教に関心をもったり入信したりするきっかけに，自分や人

生に対する悩みがあるとするこれまでの結果に一致すると考えられ

る。世界青年意識調査（総理府青少年対策本部，2004）によると，

日本の青年の 6 割が現在の社会に不満を抱え，就職といった自分の

将来に不安を感じていることが示されている。また，５割の青年は

自分がわからなくなることがあると答えており，多くの青年が自分

やその将来，人生に悩みや不安を抱えている現状がうかがえる。こ

のような社会背景からは，特に男性青年の宗教への求心性が高まっ

ている可能性が考えられる。

幸福感の他の２要素についても宗教観との関連がみとめられ，女

性は神仏に守られているという加護観念や超自然的なものを信じる

心が強いほど正の感情を感じやすいという結果が得られた。このこ

とから，何か人間を超えた存在に守られ生かされているというオカ

ゲ（金児，1997）の観念は，女性にポジティブな感情をもたらすと

いえる。男性では同様の結果は認められなかったが，金児（1998）

に一致する結果である。また女性は，宗教を，愛情を与え心の支え

になるものとして認めているほど，周囲の環境によく適応している

と感じていた。宗教は人や環境との調和，協調をもたらすものであ

り，それが周囲とうまくやっているという感覚につながることが考

えられる。男性は，何かに守られているという意識や超自然的なも

のを信じる心が強いほど，人生の目的や目標，その意味をはっきり

と感じる傾向がみられた。この関連は有意傾向にとどまり，明確な

結果は得られなかったが，男性において民俗宗教性は人生や生き方

の指針を与えることが考えられる。一方で男性は，宗教を心の弱さ

の現れと考えたりその排他性，弊害を意識するほど自らの成長，発

展性を感じていた。宗教に頼るという行為が他力本願であり，その

ようなものに頼らず独立して生きているという意識が自分への肯定

的な評価につながったと考えられる。これは，男性は宗教を肯定的

に捉えるだけでなく，否定的な側面を認識するほど幸福感が高くな

ることを示唆している。

以上の結果から，大学生の宗教に対する関心が高いほど人生や死

に関する悩み，不安が高いこと，男性では宗教への否定的な認識や

超自然的存在を信じる心が強いほど，また女性では宗教への肯定

的な認識や超自然的存在を信じる心が強いほどポジティブな感情や

満足感が高いことが示唆された。また，宗教観と幸福感の関連には

男性と女性とで違いがあり，男女で宗教の持つ意義や位置づけが異

なることが考えられた。このように，いずれも弱い関連にとどまっ

たが，大学生において宗教観は不安だけではなく，正の感情，人生

に対する満足感とも関連することがうかがえた。しかし，宗教に対

して肯定的な態度を持つほど幸福感が高いと一概にいうことはでき

なかった。幸福感に対するポジティブとネガティブ双方の関連がみ

られた原因として，不安や悩みをもつことが宗教に接近する要因と

なり，宗教に接近することで人生に対して満足感や正の感情を抱く

ようになることなどが考えられるが，今回の結果からはこれらの因

果的関連を明らかにすることはできない。また本研究では，一般大

学生を対象とするために意識レベルでの宗教観と幸福感の関連につ

いて検討を行ったが，これまでの研究では宗教を行動レベルで捉え

るか意識レベルで捉えるかによって幸福感との関連が異なることが

示されており，行動レベルでとらえた場合，これらの関連はより強

いものになることが考えられる。以上のことから，今後実際に宗教

集団に所属する学生と信仰をもたない学生とを比較し，宗教観と幸

福感の因果関係を含めた関係性と，行動レベルでの宗教がもたらす

幸福感について検討することが必要である。それによって現代青年

において宗教が果たしている役割についてさらに考察を深めること

で，現在の宗教と青年を取り巻く問題をより明確に捉えることが可

能になるだろう。
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